
問問
市
長
の
現
任
期
が
一
年
を
切

市
長
の
現
任
期
が
一
年
を
切

っ
た
。
こ
の
三
年
間
を
自
己

っ
た
。
こ
の
三
年
間
を
自
己

評
価
し
た
上
で
、
次
期
市
長
選
に
つ

評
価
し
た
上
で
、
次
期
市
長
選
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

い
て
の
考
え
は
。

答
評
価
に
つ
い
て
は
自
分
が
行

う
の
で
は
な
く
、
市
民
に
一

年
後
、
よ
り
高
い
評
価
を
し
て
も
ら

う
よ
う
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組

む
事
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
市

長
選
へ
の
出
馬
に
つ
い
て
は「
白
紙
」

で
は
な
く
、
市
民
の
信
任
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
残
り
の
任
期
を
精
一
杯
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問問
本
市
へ
の
大
学
誘
致
の
効
果
は
。

答
学
生
で
ま
ち
が
賑
や
か
に
な

り
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
で
市

内
飲
食
店
が
助
か
る
。
大
学
や
本
市
、

全
国
の
企
業
が
連
携
し
て
活
動
す
る

こ
と
に
よ
り
、
産
業
や
研
究
開
発
な

ど
の
拠
点
と
な
る
こ
と
な
ど
が
期
待

で
き
る
。

問問
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
は
。

答
本
市
に
は
高
校
卒
業
後
の
学

校
が
な
い
の
で
、
身
近
な
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
存
在
が
い
な
い
。

大
学
生
が
こ
の
ま
ち
で
活
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、
進
学
や
職
業
選
択
、
大

学
生
と
し
て
の
生
活
の
在
り
方
、
キ

ャ
リ
ア
の
積
み
方
な
ど
、
学
ぶ
点
が

多
い
と
思
う
。

問問
本
市
と
東
京
大
学
生
産
技
術

本
市
と
東
京
大
学
生
産
技
術

研
究
所
と
同
大
学
大
学
院
農

研
究
所
と
同
大
学
大
学
院
農

学
生
命
科
学
研
究
科
で
先
端
技
術
に

学
生
命
科
学
研
究
科
で
先
端
技
術
に

よ
る
地
方
創
生
に
関
す
る
連
携
協
力

よ
る
地
方
創
生
に
関
す
る
連
携
協
力

問問
直
近
の
国
政
選
挙
で
ア
バ
ッ

セ
に
お
け
る
期
日
前
投
票
の

効
果
は
。

答
参
院
選
は
１
７
３
６
人
だ
っ

た
が
、
衆
院
選
は
２
５
３
２

人
に
増
加
。
市
民
へ
の
認
知
度
が
高

ま
っ
た
。

問問
電
子
投
票
を
導
入
す
る
予
定
は
。

答
市
産
業
ま
つ
り
で
２
０
０
人

中
１
９
５
人
が
模
擬
投
票
ア

ン
ケ
ー
ト
に
「
良
か
っ
た
」
と
回
答
。

今
後
、
高
齢
者
施
設
な
ど
で
も
行
い
、

多
く
の
体
験
者
の
意
見
を
基
に
市
選

挙
管
理
委
員
会
な
ど
で
検
討
を
進
め

る
。本丸

公
園
の
避
難
対
策
は

問問
本
丸
公
園
に
避
難
す
る
際
、

市
は
暑
さ
や
寒
さ
対
策
用
の

テ
ン
ト
を
整
備
す
る
が
、
仕
様
と
管

理
体
制
は
。

問問
新
年
度
予
算
の
目
玉
は
。

新
年
度
予
算
の
目
玉
は
。

答
主
な
も
の
は
子
育
て
支
援
、

そ
し
て
地
域
産
業
の
振
興
に

向
け
た
産
学
連
携
に
関
す
る
取
り
組

み
を
始
め
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
福
祉
、
教
育
、

産
業
振
興
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
、
交
流
人
口
の
拡

大
な
ど
も
前
年
に
引
き
続
き
進
め
て

い
く
。

国
政
に
何
望
む

問問
総
選
挙
を
経
て
、
今
後
の
国

政
に
望
む
こ
と
は
。

答
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
を

迎
え
、
被
災
者
や
被
災
地
へ

の
支
援
を
「
時
間
が
経
っ
た
か
ら
や

め
る
」「
既
に
予
算
を
た
く
さ
ん
使

っ
た
か
ら
や
め
る
」
で
は
な
く
、
第

３
期
復
興
創
生
期
間
で
も
、
必
要
な

支
援
は
し
っ
か
り
と
国
の
責
任
を
持

っ
て
行
っ
て
ほ
し
い
。

協
定
を
結
ぶ
と
の
こ
と
だ
が
、
大
学

協
定
を
結
ぶ
と
の
こ
と
だ
が
、
大
学

の
研
究
者
、
研
究
機
関
が
本
市
に
あ

の
研
究
者
、
研
究
機
関
が
本
市
に
あ

る
こ
と
の
効
果
は
。

る
こ
と
の
効
果
は
。

答
日
本
の
生
産
技
術
は
欧
米
に

比
べ
て
遅
れ
て
い
る
。
水
産
業

で
言
え
ば
沿
岸
漁
業
の
省
人
化
機
械

な
ど
、
現
場
に
即
し
た
開
発
が
取
り

残
さ
れ
て
い
る
。
中
央
大
学
、
東
京

大
学
な
ど
の
研
究
者
が
そ
の
生
産
現

場
を
見
て
、
課
題
解
決
の
た
め
の
指

導
や
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
は
、
本

市
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
全
体

の
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な
が
る
。

答
避
難
所
に
常
備
す
る
テ
ン
ト

と
ほ
ぼ
同
等
。
備
蓄
倉
庫
を

設
置
し
、
鍵
の
解
錠
は
博
物
館
、
ア

バ
ッ
セ
、
ま
ち
な
か
会
な
ど
に
協
力

を
仰
ぐ
。
夜
間
の
対
応
は
、
消
防
署

や
消
防
団
と
協
議
し
て
い
る
。

問問
テ
ン
ト
整
備
よ
り
、
公
園
か

ら
さ
ら
に
高
台
方
面
へ
の
避

難
路
整
備
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答
避
難
路
整
備
も
進
め
る
が
、

屋
外
指
定
避
難
所
も
対
象
と

な
る
国
の
新
制
度
を
活
用
し
、
市
の

支
出
を
抑
え
て
避
難
用
備
畜
品
整
備

も
進
め
て
い
く
。

鵜
うの　うら　まさ　なり

浦 昌 也
（創生会）

大
おお

和
わ

田
だ

加
か

代
よ

子
こ

菅
かん

野
の

秀
しゅう

一
いち

郎
ろう

（創生会）

次
期
市
長
選
の
考
え
は

　
信
任
得
ら
れ
る
よ
う
励
む

大
学
誘
致
の
効
果
は

　
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な
が
る

電
子
投
票
の
導
入
予
定
は

　
意
見
聞
き
選
管
で
検
討
す
る

議場での市長席

東大及び同大学院との協定締結後に行われた
ピーカンナッツの植樹

電子投票に使用される端末機

我が市政を
問う！

鵜
浦
昌
也

（
創
生
会
）

市
長
の
政
治
姿
勢

移
住
・
定
住
施
策

Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み

菅
野
秀
一
郎

（
創
生
会
）

施
政
方
針
演
述

陸
前
高
田
市
に
お
け
る
選
挙
の
投
票

大
和
田
加
代
子
大
学
誘
致

指
定
管
理
者
制
度

福
田
利
喜

（
創
生
会
）

産
業
の
振
興
と
働
く
場
の
確
保

関
係
人
口
の
創
出

今
後
の
教
育
環
境

伊
勢
　
純

（
日
本
共
産
党
）

本
市
の
防
災
・
減
災

人
口
減
少
時
代
の
生
産
性
向
上
策

自
治
会
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

大
坪
涼
子

（
日
本
共
産
党
）

本
市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
及
び
生
活
支
援
策
の
強

化
・
拡
充

本
市
の
震
災
学
習
・
民
泊
事
業
の
今
後

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
の
地
域
公
共
交
通

藤
倉
泰
治

（
日
本
共
産
党
）

市
長
の
政
治
姿
勢

本
市
の
財
政
調
整
基
金

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減

施
政
方
針
演
述

佐
々
木
良
麻

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ

大
学
誘
致

木
村
　
聡

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
陸
前
高
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
第
３
期
陸
前
高
田

市
総
合
戦
略
の
策
定

陸
前
高
田
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

施
政
方
針
演
述

一般質問一般質問
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